
長野大学紀要 第42巻第2号  69―70頁（225―226頁）2020 

 

- 69 - 

 

研究実績の概要 

 この準備研究の目的は、日本企業において現在主

流の人事処遇制度となりつつある役割等級制度がい

かなるものであるのかを事例研究を通して、検討す

ることである。研究期間内に行ったのは資料収集と

プレ・インタビューであり、それによって今後の分

析枠組みを構築することとしていた。プレ・インタ

ビューは、限られた対象ではあったが深く検討する

ことができた。個別具体的な事例に即して役割等級

制度の形成プロセスと運用実態を丹念に追ったこと

は、本研究の学術的な特色・独創的な点と考える。

こうした準備研究を通して、役割等級制度の分析を

進めていくにあたり、とりわけ3つの運用実態に着目

する必要があるという結論に至った。 

 第一に、格付けの運用実態と賃金についてである。

降格が実際にある程度の頻度で行われているならば、

賃金の実態面も大きく変化していると考えられる。

まず、役割等級制度の格付けにおける仕組みと運用

実態を明らかにすることが重要である。そして、そ

れらが賃金にどのような影響を与えているのかにつ

いても検討し、変化の度合いを明らかにする必要が

あるだろう。これまで、格付けの運用実態を踏まえ

た上で、賃金の変化が明らかにされているとはいえ

なかった。 

 第二に、業績評価についてである。従来の職能資

格制度のもとでも個人の業績は評価されていたが、

それは主として賞与に反映されていた。それが、役

割等級制度では等級格付けにも反映されるように

なっている。つまり、業績評価の重要性が高まって

いるといえる。そのため、役割等級制度の下での業

績評価の仕組みと運用実態を明らかにする必要があ

る。 

 第三に、賞与についてである。従来の成果主義に

関する研究では月例給与についての制度改革が主た

る対象であり、賞与については言及していない。そ

もそも賞与は日本企業の報酬制度の中で個人の業績

をより端的に反映する仕組みとして使われてきた。

その意味で賞与には成果主義的な側面があったとい

える。賃金制度の変化を明らかにするためには賞与

の仕組みと運用実態がどのように変化しているのか

についても明らかにする必要があろう。 

 一見すると日本企業の人事処遇制度は多様となり、

拡散している。だが、方向性としては役割等級制度

へ収斂してきていると考えられる。なぜなら、職能

資格制度を維持している企業でも、等級の格付けに

際して、役割等級制度の特徴の一つである降格を設

けるという改定をしている企業があり、また職務等

級制度を採用している企業でも、実際の等級の格付

けに際して、個人のコンピテンシーを考慮に入れる

制度を導入している企業が多いように見受けられる

からである。したがって、役割等級制度が日本企業

の中核的な人事処遇制度になってきていると考えら

れることから、実際に支払われる賃金と賞与の運用

実態がどのように変化してきているのかを踏まえた

うえで、役割等級制度が実際にどのような制度なの

かを明らかにしていく必要性がこの準備研究により

析出されたといえよう。 

 最後に、準備研究から見えてきたインプリケー

ションについて簡単に述べておく。日本企業は、2000

年代に入り、能力主義の「限界」を克服するために

非常に大きな変化をくぐった。しかしながら、日本

的雇用システムの本質は維持されていると考えられ
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る。日本企業は、基本的には終身雇用を維持しつつ

年功賃金の修正を行っているといえよう。そして、

その際、役割等級制度が管理職層だけではなく、全

社員に適用されることとなった。このように、役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等級制度はあくまでも終身雇用を前提とした企業内

の仕組みであることから、その普及が企業間で共通

の基軸を形成するとは必ずしもいえないと考えられ

る。 
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